
十
一
月
例
会
平
成
九
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
所
蔵
吉
益
東
洞
自
筆

「
古
耆
医
言
」
に
つ
い
て
舘
野
正
美

一
、
土
佐
藩
足
軽
岡
本
兵
衛
の
戦
病
死
を
め
ぐ
っ
て
中
西
淳
朗

十
二
月
例
会
平
成
九
年
十
二
月
二
十
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

日
本
薬
史
学
会
と
合
同
例
会

一
、
ビ
タ
ミ
ン
の
発
見
に
対
す
る
漢
方
医
学
の
貢
献
山
下
政
三

一
、
中
国
シ
ス
テ
ム
医
療
概
観
（
中
国
衛
生
年
鑑
等
に
見
る
三
級
医
療
網
）

川
瀬
清

一
、
江
戸
時
代
の
腋
分
の
絵
図
の
特
質
性
に
つ
い
て
和
田
和
代
史

一
月
例
会
平
成
十
年
一
月
十
七
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
齋
藤
玉
男
ｌ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
二
岡
田
靖
雄

一
、
田
代
三
喜
、
曲
直
瀬
道
三
、
再
考

ｌ
導
道
と
三
喜
、
当
流
に
つ
い
て
Ｉ
○
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子

例
会
記
録

「
古
耆
医
言
」
は
、
我
が
国
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
医
方
最
大
の
臨
床

家
、
吉
益
東
洞
が
、
彼
の
そ
の
独
自
の
病
理
学
的
思
惟
の
観
点
か
ら
、

中
国
の
古
典
文
献
に
見
え
る
医
学
思
想
の
諸
形
態
に
つ
い
て
分
析
し
、

こ
れ
を
記
述
す
る
と
い
う
、
ひ
と
り
〃
古
医
方
″
の
医
学
体
系
に
つ
い

て
の
医
史
学
的
な
見
地
か
ら
の
理
論
的
な
研
究
に
お
い
て
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
医
学
思
想
の
淵
源
形
態
の
追
究
、
更
に
は
、
ひ
ろ
く
中
国
古

代
の
医
学
思
想
全
体
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
に
お
い
て
も
ま
た
、

き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
こ
ろ
の
一
大
著
作
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
こ
の
著
作
は
、
総
計
三
十
七
種
類
の
中

国
の
古
典
文
献
の
中
に
散
見
す
る
中
国
古
代
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
、

彼
の
そ
の
独
自
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
分
析
し
て
記
述
す
る
と
い
う
、

「
薬
徴
」
や
『
類
聚
方
」
と
は
ま
た
違
っ
た
意
味
で
、
き
わ
め
て
興
味

深
い
文
献
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
「
古
書
医
言
』
に
は
、
東
洞
自
筆
と
さ
れ
る
写
本
（
原

槁
）
が
現
存
す
る
。
現
在
の
刊
本
（
文
化
二
（
一
八
一
四
）
年
）
お
よ
び
元

治
元
二
八
六
四
）
年
刊
）
の
約
四
分
の
一
の
分
量
し
か
な
く
、
ま
た
、
そ

一
例
会
抄
録
一

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
所
蔵
、

吉
益
東
洞
自
筆
「
古
書
医
言
』
に
つ
い
て

舘
野
正
美
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の
約
八
割
が
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
）
現
在
の
刊
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容

を
記
述
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
南
涯
・
北
洲
が
校
定
す
る
以
前
の
こ

の
原
稿
に
は
、
多
少
な
り
と
も
現
在
の
刊
本
を
補
う
べ
き
も
の
が
あ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
き
わ
め
て
重
要
な
一
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
東
洞
自
筆
の
原
稿
は
、
現
在
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究

室
の
山
崎
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
、
山
崎
本
と
称
す
る
）
こ
の

山
崎
本
は
、
袋
綴
じ
の
半
紙
本
（
全
長
約
二
五
・
五
町
幅
約
一
七
・
二
叩

但
し
、
原
本
は
更
に
ひ
と
Ｍ
り
小
さ
い
。
そ
れ
を
半
紙
に
貼
り
付
け
て
い
る
）

で
、
全
三
十
八
葉
（
但
し
、
三
葉
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
）
、
毎
半
葉
十
行
、

行
十
五
字
。
刊
記
は
な
い
が
、
見
返
し
に
〈
古
書
医
言
原
稿
吉
益
東

洞
先
生
自
筆
〉
と
い
う
識
語
と
〈
富
士
川
家
蔵
本
〉
と
い
う
蔵
書
印
が

あ
り
、
ウ
ラ
表
紙
の
ウ
ラ
に
は
、
「
（
山
崎
先
生
が
）
富
士
川
先
生
の
形
見

と
し
て
頂
戴
し
た
。
昭
和
十
七
年
十
月
三
日
」
旨
の
奥
吾
が
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
蔵
書
印
は
、
更
に
順
天
堂
大
学
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
ま
か
な
朱
の
傍
注
・
傍
訓
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
旧
蔵
者
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
全
書
を
通
じ
て
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
筆
跡

も
東
洞
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
近
し
く
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
曽
戸
洋
博

士
の
御
教
示
を
頂
い
た
）
ま
た
、
内
容
的
に
見
て
も
、
現
伝
『
古
書
医
言
』

の
原
稿
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

現
伝
の
刊
本
に
比
べ
て
、
や
は
り
魯
魚
の
誤
り
や
（
束
洞
に
と
っ
て
外

国
語
と
し
て
の
）
古
典
中
国
語
の
文
法
的
（
主
に
語
順
の
）
誤
り
等
が
多
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
現
伝
本
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
校
正
は
東
洞
自
身
の

推
敲
の
跡
で
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
ま
た
刊
行
に
際
し
て
、
南
涯
・
北

洲
ら
が
手
を
加
え
た
部
分
も
あ
ろ
う
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
例
え

ば
現
伝
本
（
巻
二
）
の
東
洞
の
コ
メ
ン
ト
に
〈
爲
万
物
唯
一
毒
〉
と
あ
る

の
が
山
崎
本
で
は
正
に
〈
爲
万
病
唯
一
毒
〉
に
作
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
な
ど
は
こ
の
山
崎
本
が
あ
っ
て
初
め
て
現
伝
本
の
誤
り
を
校
正
で

き
る
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
し
て
、
山
崎
本
で
は
い
さ
さ
か
ま
と
ま
り
が
悪
か
っ
た
文
章

が
、
刊
本
で
は
整
理
さ
れ
、
ス
ッ
キ
リ
と
ま
と
ま
っ
て
い
る
例
も
よ
く

あ
る
。
①
⑱
な
ど
で
あ
る
。

更
に
、
内
容
的
に
い
さ
さ
か
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
も

の
が
あ
る
。
⑲
⑩
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
上
、
東
洞
の
コ
メ
ン
ト
自
体
が
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

（
⑩
）⑲

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
気
血
水
説
〉
を
主
張
す
る
南
涯
が
、

あ
る
い
は
自
分
の
考
え
で
削
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
さ
え
考
え
ら
れ

る
ほ
ど
に
明
確
な
東
洞
の
意
志
が
見
て
取
れ
る
記
述
で
あ
る
（
実
の
父

の
文
章
で
あ
っ
て
も
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
正
す
の
が
子
た
る
の
道
だ
、

と
主
張
し
た
南
涯
の
態
度
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
と
思

わ
れ
る
）
が
、
⑩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
す
ら
も
分
か
ら
な
い
。
た

だ
、
内
容
か
ら
見
て
、
こ
れ
が
東
洞
の
言
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

か
ろ
う
。
そ
こ
で
今
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
山
崎
本
の
記
述
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
古
書
医
言
」
の
記
述
の
内
容
を
、
多
少
な
り
と
も
補
う

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
洞
の
医
学
思
想
が
よ
り
明
確
な
形
で

再
現
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
決
し
て
従
来
の
定
説

を
覆
す
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
細
か
な
点
で
、
従
来
の
東

(15()) 15()



洞
の
特
に
医
学
思
想
の
研
究
に
寄
与
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、

こ
の
山
崎
本
は
、
き
わ
め
て
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
後
、
更
に
「
医
事
古
言
」
を
も
必
要
に
応
じ

て
参
看
し
な
が
ら
、
こ
の
山
崎
本
に
つ
い
て
一
層
研
究
し
て
み
た
い
と

考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
平
成
九
年
’
一
月
例
会
）

一
、
戊
辰
戦
争
第
二
期
（
江
戸
城
開
城
後
よ
り
会
津
若
松
城
開
城
ま
で
）

に
お
い
て
、
関
東
の
野
戦
で
傷
つ
き
横
浜
軍
陣
病
院
で
死
亡
し
た
土
佐

藩
の
兵
士
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
四
名
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
出
来

た
。
そ
の
中
の
一
人
、
足
軽
岡
本
兵
衛
の
墓
は
、
横
浜
市
西
区
久
保
山

の
共
葬
墓
地
第
三
区
に
あ
る
土
佐
藩
官
修
墓
地
に
は
存
在
し
な
い
。

二
、
『
幕
末
維
新
全
殉
難
者
名
鑑
・
第
四
巻
』
（
新
人
物
往
来
社
）
に
は

次
の
如
く
か
か
れ
て
い
る
。

〃
岡
本
兵
兵
衛
美
雅
、
足
軽
、
土
佐
郡
潮
江
村
の
人
。
迅
衝
六
番
隊
、

明
治
元
年
四
月
二
十
二
日
下
野
安
塚
で
傷
、
九
月
二
十
二
日
横
浜
病
院

で
死
。
二
十
二
才
、
横
浜
市
西
区
大
聖
院
に
墓
、
靖
国
。
〃

ま
た
太
政
官
日
誌
第
十
三
号
に
記
さ
れ
て
い
る
板
垣
退
助
の
届
書
に

よ
れ
ば
、
岡
本
の
損
傷
は
〃
重
創
、
左
耳
を
貫
き
枕
骨
を
催
く
〃
と
あ

る
・
こ
れ
ら
に
よ
り
岡
本
の
病
状
を
大
凡
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

土
佐
藩
足
軽
・
岡
本
兵
衛
の
戦
病
死
を
め
ぐ
っ
て

中

西
淳
朗

三
、
岡
本
は
、
受
傷
後
壬
生
城
内
の
養
生
局
（
病
院
）
に
収
容
さ
れ
、

土
佐
藩
医
弘
田
玄
又
親
厚
ら
の
手
当
て
を
受
け
た
。
四
月
二
十
日
に
江

戸
を
出
発
し
た
弘
田
医
師
ら
は
、
二
十
二
日
に
壬
生
城
に
到
着
し
た
。

即
ち
、
壬
生
北
方
の
安
塚
で
の
銃
撃
戦
（
土
佐
、
因
州
を
主
力
と
す
る
東
征

軍
と
幕
府
軍
伝
習
隊
第
二
大
隊
と
の
間
で
、
四
月
二
十
一
日
夜
半
よ
り
翌
日

の
明
方
ま
で
戦
わ
れ
た
。
）
の
直
後
に
入
城
し
た
わ
け
で
、
忽
ち
超
多
忙
と

な
り
、
二
日
後
に
は
「
看
病
人
と
し
て
此
地
の
婦
人
九
人
を
雇
入
れ
た
」

（
弘
旧
親
厚
著
「
会
津
征
討
Ｈ
記
」
に
よ
る
）
。

四
、
壬
生
城
は
、
例
幣
使
街
道
、
日
光
街
道
、
会
津
西
街
道
が
合
流

す
る
今
市
の
宿
場
に
最
も
近
い
戦
略
拠
点
で
あ
る
の
で
、
安
塚
の
戦
の

あ
と
今
市
方
面
に
戦
線
が
拡
大
し
て
も
城
内
の
養
生
局
は
そ
の
ま
ま
存

在
し
た
。
丹
波
山
国
農
兵
隊
の
藤
野
斎
の
「
征
東
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、

閨
四
月
一
日
に
壬
生
藩
医
・
二
代
目
斉
藤
玄
昌
（
維
新
前
に
解
剖
・
種
痘

の
経
験
が
あ
る
剛
方
医
）
を
召
し
出
し
、
診
療
の
加
勢
を
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
山
国
隊
々
員
は
閏
四
月
二
十
日
に
安
塚
で
負
傷
し
た
隊
員
の
見
舞

に
壬
生
城
に
行
っ
て
い
る
。

ゲ
ン
ュ
ウ

五
、
前
出
の
土
佐
藩
医
弘
田
玄
又
は
嘉
永
年
間
、
適
塾
並
に
大
坂
華

岡
合
水
堂
に
学
ん
だ
藺
方
医
で
あ
り
、
彼
の
記
し
た
「
会
津
征
討
日
記
」

を
読
む
と
、
看
病
人
の
他
に
注
目
す
べ
き
記
事
が
三
シ
あ
る
。

①
玄
又
は
壬
生
城
内
で
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
用
い
て
、
指
、
肘
の
切
断

術
を
行
っ
た
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
に
お
く
れ
る
こ
と
四
ヶ
月
で

あ
る
。
②
壬
生
城
内
の
患
者
総
引
あ
げ
が
閏
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
、

城
か
ら
駕
篭
と
河
船
で
江
戸
ま
で
帰
っ
て
来
た
。
古
河
歴
史
博
物
館
の

元
館
長
石
川
治
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
城
西
方
を
流
れ
る
思
川
を
都
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